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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第４期
第３四半期
累計期間

第５期
第３四半期
累計期間

第４期

会計期間
自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

売上高 (千円) 6,025,147 6,817,855 8,337,733

経常利益 (千円) 729,793 929,098 748,498

四半期（当期）純利益 (千円) 425,269 581,467 407,175

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 1,373,875 1,843,496 1,373,875

発行済株式総数 (株) 5,494,500 6,050,922 5,494,500

純資産額 (千円) 3,356,090 4,859,101 3,337,996

総資産額 (千円) 7,077,734 7,493,443 6,971,027

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 77.40 98.97 74.11

潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益金額

(円) － 95.67 －

1株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 47.42 64.84 47.88
 

　

回次
第４期
第３四半期
会計期間

第５期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.79 34.93
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、新株予約権を発行しておりますが、第４

期第３四半期累計期間及び第４期において当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載

しておりません。

５．当社は、平成29年３月17日に東京証券取引所マザーズに上場したため、第５期第３四半期累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期会計期間末までの平均株価を期中平

均株価とみなして算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間における日本経済は、雇用環境や企業業績の改善などによって、緩やかな回復基調が続き

ました。しかしながら、米国の外交政策や欧州における政治リスク、北朝鮮の核・ミサイル問題などの影響から、

依然として先行きが不透明な状況で推移しました。

電子書籍の市場環境は、スマートフォン・タブレットユーザーの増加を背景に、テレビCMやインターネット広告

等の広告宣伝、マンガアプリやサービスの普及による電子書籍ユーザーの拡大、電子書籍ストアや出版社による

キャンペーンの拡大、電子書籍ストアのマーケティングノウハウの蓄積によるユーザーの平均購入量の増加が続い

ております。また、ジャンル別では電子コミックが市場を牽引しており、今後も認知度の拡大や利便性の向上によ

る利用率の上昇、紙の書籍との同時発売の増加、電子書籍ストアのマーケティングノウハウの高度化、電子オリジ

ナルのコンテンツや付加価値のついた電子書籍の販売、セルフパブリッシングの拡大、出版社の電子書籍への取組

の積極化等により、拡大基調が続くことが予想されています。

このような市場環境の中で、当社は独自の良作の掘りおこし活動やオリジナル作品を企画する等、他社サービス

との差別化をはかるとともに、コンテンツの拡充に注力いたしました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は6,817,855千円（前年同期比13.2％増）、営業利益は962,379千円

（前年同期比25.9％増）、経常利益は929,098千円（前年同期比27.3％増）、四半期純利益は581,467千円（前年同

期比36.7％増）となりました。

当社の事業はコンテンツプラットフォーム事業のみであり、報告セグメントはありません。以下、当第３四半期

累計期間における主な活動状況を報告いたします。

　

（コンテンツプラットフォーム事業）

コミック配信サービス「まんが王国」においては、販促キャンペーンの実施や約50ページ以上が無料で読める

「じっくり試し読み」の充実等により、サイト訪問者を課金会員へと誘導し再訪を促進する施策を展開いたしまし

た。また、当社独自のプロモーション活動での訴求等、タイムリーかつ積極的な広告宣伝を展開いたしました。さ

らに、株式会社講談社との共同プロジェクト作品「ギルティ～鳴かぬ蛍が身を焦がす～」の新連載を独占先行配信

する等、コンテンツの拡充を推進しております。

なお、新規・周辺ビジネスにおいては、絵の海に飛び込み漂う感覚を仮想現実(バーチャルリアリティ)技術で実

現し、これまでにないアート体験を提供するプロジェクト「e-DIVE」を平成29年８月31日に発足いたしました。
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(2) 財政状態の分析

　（資産）

当第３四半期会計期間末における資産は7,493,443千円となり、前事業年度末に比べ522,416千円増加しました。

流動資産については3,205,378千円となり、前事業年度末と比べ759,769千円増加しました。これは主に、現金及

び預金が697,681千円、有価証券が100,000千円増加した一方で、売掛金が39,417千円減少したことによるもので

す。

固定資産は4,288,065千円となり、前事業年度末と比べ237,353千円減少しました。これは主に、無形固定資産が

231,842千円減少したことによるものです。

　（負債）

当第３四半期会計期間末における負債は2,634,342千円となり、前事業年度末に比べ998,688千円減少しました。

流動負債は1,734,342千円となり、前事業年度末に比べ298,688千円減少しました。これは主に、未払法人税等が

41,599千円増加した一方で、１年内返済予定の長期借入金が260,000千円、未払金が65,158千円減少したことによる

ものです。

固定負債は900,000千円となり、前事業年度末と比べ700,000千円減少しました。これは、長期借入金が700,000千

円減少したことによるものです。

 （純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は4,859,101千円となり、前事業年度末に比べ1,521,104千円増加しまし

た。これは主に、資本金及び資本剰余金がそれぞれ469,621千円、利益剰余金が581,467千円増加したことによるも

のです。

　

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,000,000

計 21,000,000
 

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は

登録認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 6,050,922 6,051,022
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数
100株

計 6,050,922 6,051,022 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日 (注)

8,141 6,050,922 2,035 1,843,496 2,035 1,842,996
 

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 
① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,041,300 60,413 ―

単元未満株式 普通株式　1,481 ― ―

発行済株式総数 6,042,781　 ― ―

総株主の議決権 ― 60,413 ―
 

（注）「単元未満株式」の株式数には、当社所有の自己株式が95株含まれております。

 
② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
 

（注）当社は、単元未満自己株式95株を保有しております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

なお、当社は執行役員制度を導入しており、当四半期累計期間における執行役員の異動は、次のとおりでありま

す。
　
新任執行役員

　

職名 担当 氏名 異動年月日

執行役員 事業開発部長 秋田　堅司 平成29年3月30日
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年１月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、当社の連結子会社であった南京波波魔火信息技木`有限公司が清算を開始したこと及び当該子会社が当企業

集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいこ

とから、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

　

 

EDINET提出書類

株式会社ビーグリー(E32992)

四半期報告書

 8/16



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 638,903 1,336,585

  売掛金 1,741,696 1,702,279

  有価証券 － 100,000

  仕掛品 － 81

  貯蔵品 82 105

  前渡金 716 －

  前払費用 5,886 6,934

  繰延税金資産 49,514 49,514

  関係会社未収入金 30,192 30,192

  その他 11,011 11,914

  貸倒引当金 △32,394 △32,228

  流動資産合計 2,445,609 3,205,378

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 14,662 14,662

   建物附属設備 10,964 10,964

   工具、器具及び備品 113,470 115,705

   減価償却累計額 △87,071 △93,985

   減損損失累計額 △10,371 △10,371

   有形固定資産合計 41,654 36,975

  無形固定資産   

   のれん 4,227,556 4,044,633

   商標権 1,092 188

   ソフトウエア 7,148 7,737

   コンテンツ資産 204,343 151,799

   その他 － 3,940

   無形固定資産合計 4,440,141 4,208,298

  投資その他の資産   

   出資金 1,000 1,000

   繰延税金資産 1,367 1,367

   その他 41,254 40,423

   投資その他の資産合計 43,622 42,790

  固定資産合計 4,525,418 4,288,065

 資産合計 6,971,027 7,493,443
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 882,573 876,764

  1年内返済予定の長期借入金 500,000 240,000

  未払金 289,233 224,075

  未払利息 156 －

  関係会社未払金 2,400 2,400

  未払費用 23,131 21,391

  未払法人税等 153,010 194,610

  未払消費税等 83,737 77,334

  預り金 3,971 8,564

  賞与引当金 36,339 －

  ポイント引当金 58,231 89,104

  その他 244 96

  流動負債合計 2,033,030 1,734,342

 固定負債   

  長期借入金 1,600,000 900,000

  固定負債合計 1,600,000 900,000

 負債合計 3,633,030 2,634,342

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,373,875 1,843,496

  資本剰余金 1,373,375 1,842,996

  利益剰余金 590,746 1,172,214

  自己株式 － △200

  株主資本合計 3,337,996 4,858,507

 新株予約権 － 594

 純資産合計 3,337,996 4,859,101

負債純資産合計 6,971,027 7,493,443
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 6,025,147 6,817,855

売上原価 2,904,245 3,434,282

売上総利益 3,120,902 3,383,573

販売費及び一般管理費 2,356,205 2,421,193

営業利益 764,696 962,379

営業外収益   

 受取利息 94 13

 受取配当金 － 7

 受取精算金 1,182 －

 雑収入 － 3

 その他 1 6

 営業外収益合計 1,279 30

営業外費用   

 支払利息 17,596 8,196

 融資手数料 16,130 6,694

 上場関連費用 2,455 15,709

 雑損失 － 1,999

 その他 1 711

 営業外費用合計 36,182 33,311

経常利益 729,793 929,098

税引前四半期純利益 729,793 929,098

法人税等 304,524 347,630

四半期純利益 425,269 581,467
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
　

 
当第３四半期累計期間

（自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。
 

　

(追加情報)
　

当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期会計期間から適用しております。
 

　

(四半期貸借対照表関係)

当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契

約を締結しております。

当第３四半期会計期間末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入金未実行残高等は次のとお

りであります。

 
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年９月30日)

当座貸越限度額及び貸出コミットメントの総額 500,000千円 1,500,000千円

借入実行残高 － 〃 － 〃

差引額 500,000千円 1,500,000千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりであり

ます。

　

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

減価償却費 177,126千円 129,417千円

のれんの償却額 181,784 〃 182,923　〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

該当事項はありません。

 
当第３四半期累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日）

（株主資本の金額の著しい変動）

当社は、平成29年３月17日付で株式会社東京証券取引所マザーズに上場いたしました。当社は上場にあたり、

平成29年３月16日に公募増資による払込みを受け、資本金及び資本準備金がそれぞれ332,688千円増加しておりま

す。

また、平成29年４月19日を払込期日とする第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した

第三者割当増資）による新株式発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ132,227千円増加しております。

さらに、新株予約権の行使により、資本金及び資本準備金がそれぞれ4,705千円増加しております。

これらの結果、当第３四半期会計期間末において資本金が1,843,496千円、資本剰余金が1,842,996千円となっ

ております。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、コンテンツプラットフォーム事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、

セグメント情報の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。
　

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 77円40銭 98円97銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 425,269 581,467

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 425,269 581,467

普通株式の期中平均株式数(株) 5,494,500 5,875,308

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 95円67銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 202,324

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

－
第６回新株予約権(新株予
約権の数2,970個)。

 

（注）１．前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権を発行してお

りますが、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．当社は、平成29年３月17日に東京証券取引所マザーズに上場したため、当第３四半期累計期間の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株

価とみなして算定しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月14日

株式会社ビーグリー

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  岩﨑　　剛   ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  河島　啓太   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビーグ

リーの平成29年１月１日から平成29年12月31日までの第５期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年１月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーグリーの平成29年９月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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